
第
八
巻
第
二
號

大
正
十
二
年
四
月
剛
臼
登
行

　
　
　
　
　
（
通
巷
第
三
十
號
）

研

蓼

維
新
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て

　
　
　
　
　
嗣

　
明
治
維
新
前
後
に
於
け
る
我
國
の
最
大
問
題
は
、
言
ふ

ま
で
も
な
く
開
國
　
即
ち
外
國
こ
の
通
商
で
あ
る
。
幕
末
よ

り
明
治
初
年
に
亙
る
朝
野
め
事
物
は
、
悉
く
背
開
國
な
る

も
の
を
中
軸
ビ
し
て
動
い
て
居
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
之

を
歴
史
的
研
究
の
上
よ
り
見
れ
ば
、
勿
論
此
開
國
に
關
す

る
三
遍
が
頗
る
盛
で
あ
っ
て
、
繰
下
の
事
情
も
殆
ん
ざ
遺

　
　
　
第
八
巻
　
　
研
　
究
、

維
新
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
（
上
」
）

（
上
）

文
學
博
士
　
石
　
橋

五
　
郎

憾
な
き
ま
で
に
閉
か
に
さ
れ
て
居
る
Q
然
し
仔
細
に
之
を

観
察
す
る
に
、
此
開
國
に
關
す
る
從
來
の
研
究
な
る
も
の

は
、
多
く
は
政
治
的
、
外
交
的
方
面
に
專
ら
に
し
て
、
開
國

帥
ち
開
港
後
の
外
國
貿
易
其
物
に
就
い
て
は
、
研
究
調
査

が
頗
る
乏
し
い
の
で
あ
る
。
開
國
に
至
る
ま
で
の
諸
種
の

論
議
や
、
外
交
上
の
癒
接
や
將
た
之
に
俘
ふ
政
治
上
の
事

鍵
等
に
黙
し
て
は
、
實
に
微
に
入
り
細
を
穿
っ
て
研
究
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
　
（
一
入
三
）



　
　
　
第
八
巷
　
　
研
　
究

ら
れ
て
居
る
が
、
斯
く
し
て
開
港
せ
ら
れ
し
後
の
貿
易
の

髪
際
は
如
何
な
り
し
か
、
又
之
が
我
國
の
國
家
冠
會
に
及

ぼ
せ
し
影
響
等
に
窪
し
て
は
、
予
の
寡
聞
な
る
や
も
知
ら

ざ
れ
ざ
も
、
其
研
究
の
総
々
だ
る
は
寧
ろ
不
思
議
な
位
で

あ
る
。
既
に
刊
行
せ
ら
れ
た
る
日
本
商
業
更
若
く
は
日
本

経
濟
史
中
此
の
問
題
に
鰯
れ
て
居
る
も
の
は
甚
だ
少
な
く

偶
あ
b
こ
し
て
も
甚
だ
粗
略
に
し
て
、
唯
貿
易
に
俘
ふ
通

貨
問
題
が
稽
多
く
論
議
せ
ら
れ
て
居
る
に
過
ぎ
海
や
う
で

あ
る
。

　
此
現
象
は
如
何
な
る
事
由
に
基
く
も
の
な
る
か
、
種
々

の
理
由
も
あ
る
ぺ
け
れ
ご
も
、
豊
2
は
此
幕
末
の
外
國
貿

易
に
關
し
て
は
、
其
實
際
セ
徴
す
べ
き
纒
）
た
る
内
國
の

史
料
が
比
較
的
乏
し
い
こ
ご
も
輿
っ
て
カ
あ
る
こ
ε
、
思

ふ
。
蓋
し
幕
末
に
於
て
外
國
貿
易
の
額
際
に
警
急
せ
し
人

は
開
港
場
の
商
人
の
外
、
紳
奈
川
・
長
瞬
・
箱
館
の
奉
行
で

あ
る
。
さ
れ
ば
當
時
の
外
数
貿
易
の
正
確
な
る
資
料
は
此

等
の
柔
々
に
よ
り
て
傳
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ざ
る
に
、
商
人

維
新
前
後
に
於
け
ろ
外
蓋
貿
易
に
就
い
て
（
上
）　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
　
（
一
入
狐
）

側
よ
り
は
到
底
多
く
の
資
料
を
望
む
能
は
す
、
他
方
開
港

場
の
奉
行
な
る
も
の
は
一
般
に
下
交
迭
頗
る
頻
繁
に
し
て

太
田
久
好
著
コ
横
濱
洛
革
誌
」
に
慷
る
に
、
紳
奈
川
奉
行
の

交
迭
は
殆
ん
ざ
数
ヶ
月
毎
に
行
は
れ
て
居
る
。
斯
の
．
如
き

歌
心
な
れ
ば
此
等
の
奉
行
に
よ
り
て
残
さ
れ
し
資
料
は
概

ね
幕
府
若
く
は
外
國
人
こ
の
往
復
文
書
の
み
で
あ
っ
て
、

外
輪
貿
易
の
組
織
的
報
告
若
く
は
記
述
は
甚
だ
稀
で
あ
る

や
う
で
あ
る
。
近
時
瀧
本
博
士
の
手
に
よ
り
て
刊
行
せ
ら

れ
し
大
藏
省
編
纂
の
「
日
本
財
政
経
濟
資
料
」
第
三
窓
・
第

七
憲
に
は
、
共
に
外
國
通
商
の
項
あ
る
も
、
貿
易
に
關
す

る
諸
法
合
の
み
に
て
、
貿
易
の
歌
況
を
正
爲
せ
る
も
の
は

な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
幕
末
の
史
料
に
嘉
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
維
新

後
ざ
錐
も
明
治
五
年
頃
蓬
は
、
外
國
貿
易
に
罪
す
る
資
料

は
断
片
的
で
あ
っ
て
、
貿
易
統
計
の
如
き
も
各
開
港
場
に
．

於
け
る
運
上
所
の
作
成
せ
る
も
の
は
不
確
實
不
精
密
に
し

て
、
十
分
に
・
屡
考
ご
す
る
に
足
ら
澱
の
で
あ
る
。
是
は
言



ふ
迄
も
な
く
當
時
維
新
の
騒
鋤
を
去
る
こ
ド
リ
逡
か
ら
す
、

百
事
草
創
に
厩
し
、
税
關
事
務
も
不
整
頓
な
り
し
か
ば
、

亦
止
む
を
得
ざ
り
し
こ
ε
、
思
ふ
Q

　
鼓
に
於
て
自
分
は
此
幕
末
及
び
維
新
直
後
の
愚
母
貿
易

を
、
研
究
す
る
に
は
、
寧
ろ
專
ら
外
國
の
資
料
に
蹴
る
事

の
便
利
に
し
て
、
而
か
も
比
較
的
正
確
な
る
べ
し
ご
考
へ

此
時
代
に
於
て
我
國
に
駐
在
せ
し
英
米
の
領
事
公
使
等
の

報
告
を
蒐
集
し
た
其
重
な
る
も
の
は
英
國
に
在
り
て
は
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⑦
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¢
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で
あ
っ
て
英
米
ビ
も
横
濱
開
港
後
上
ん
ざ
各
年
に
亙
っ
て

居
る
。
勿
っ
て
此
等
を
主
た
る
墾
考
書
ご
な
し
、
他
に
内

外
の
史
料
を
塗
冠
し
珈
か
研
究
し
た
結
果
が
本
編
で
あ
る

霊
寺
巻
　
研
究
　
維
新
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
（
上
）

二

　
寛
永
十
三
年
徳
川
家
光
が
我
商
舶
の
異
國
渡
海
を
禁
じ

だ
る
よ
り
、
安
政
の
初
年
に
至
る
二
百
籐
年
間
は
、
所
謂

鎖
國
時
代
に
し
て
、
唯
長
崎
に
於
て
蘭
人
・
支
那
・
朝
鮮
の

商
民
に
算
し
て
の
み
互
市
を
許
せ
し
こ
ビ
は
人
の
知
る
所

で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
此
間
の
貿
易
な
る
も
の
は
、
名
は

貿
易
な
る
も
、
現
今
の
意
義
ご
は
大
に
其
性
質
を
異
に
し

て
居
っ
た
Q
　
即
ち
、

　
（
一
）
貿
易
は
嚴
重
な
る
制
限
貿
易
で
あ
っ
て
、
幕
府
は

　
其
取
引
す
べ
き
物
産
を
制
限
せ
し
の
み
な
ら
す
、
年
々

　
の
額
を
も
定
め
、
而
か
も
正
徳
五
年
以
後
は
漸
々
其
額

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
三
　
（
｝
入
五
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
研
　
究

　
を
減
じ
》
以
て
幕
末
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
取
引
の
方
法
は
敢
て
貨
幣
の
媒
介
に
よ
る
も
の
に

　
非
す
、
彼
の
輸
入
し
來
れ
る
物
資
に
饗
し
、
我
は
勝
手
に

　
評
便
し
、
之
に
相
癒
す
る
遺
産
を
輿
ふ
る
に
あ
り
て
、

　
唱
種
の
物
々
交
換
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
溶
岩
大
特
色
は
略
長
崎
貿
易
に
一
貫
せ
る
制
度
で
あ
っ

た
ビ
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
ペ
ル
ヲ
來
航
以
後

幕
府
は
営
外
國
ご
諸
種
の
條
約
を
締
繕
し
、
安
政
四
年
八

月
和
蘭
ご
結
び
た
る
「
追
加
條
約
」
第
五
條
に
於
て
、
從
來

の
制
限
貿
易
制
を
撤
磨
す
る
こ
ご
を
約
し
、
又
翌
安
政
五

年
ム
ハ
月
潟
國
ご
結
べ
る
「
亜
米
利
加
條
約
」
第
五
條
に
於
て

貨
幣
を
媒
介
ビ
し
て
貿
易
し
、
彼
我
の
貨
幣
の
流
用
を
認

め
た
の
で
あ
る
。
故
に
安
政
六
年
紳
奈
川
・
長
崎
の
開
港
ご

丘
ハ
に
厚
幽
館
を
加
へ
、
此
三
港
に
て
行
は
れ
た
る
貿
易
は
、

所
謂
自
由
の
貿
易
の
筈
で
あ
る
が
、
然
し
其
跡
よ
り
見
れ

ば
、
長
崎
に
於
て
二
百
除
年
間
馴
致
せ
ら
れ
π
る
二
大
特

色
が
幕
末
の
貿
易
に
在
り
て
も
其
現
は
れ
方
は
異
な
れ
ざ

維
薪
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
（
上
）　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
　
四
　
　
（
一
八
山
ハ
）

も
、
依
然
ご
し
て
大
な
る
影
響
葱
興
へ
、
我
國
を
し
て
大
に

不
利
な
ら
し
め
だ
こ
ご
を
認
む
る
の
で
あ
る
。
極
端
に
言

へ
ば
墓
末
に
於
け
る
我
國
の
外
國
貿
易
な
る
も
の
は
、
長

崎
に
於
け
る
唐
鞍
貿
易
の
制
度
乃
至
之
が
慰
め
養
は
れ
た

る
朝
野
の
貿
易
に
淫
す
る
偏
見
若
く
は
無
識
に
依
り
て
書

か
れ
た
る
胡
盤
な
り
ε
云
ふ
こ
ビ
が
出
量
る
の
で
あ
る
。

今
寛
一
次
〃
第
を
・
次
に
椛
』
べ
よ
・
フ
。

　
安
政
六
年
帥
奈
川
開
港
以
後
の
我
國
貿
易
の
献
況
に
つ

き
て
、
最
も
濃
く
粗
け
ら
れ
て
居
る
こ
ご
は
、
其
貿
易
が

依
然
こ
し
て
制
限
貿
易
で
あ
る
こ
ご
で
あ
る
。
而
か
も
其

制
限
な
る
も
の
は
殆
ん
ざ
今
日
の
経
商
思
想
ご
相
反
し
て

喩
出
に
封
し
て
は
可
な
り
巖
重
に
行
は
れ
、
成
る
べ
く
之

を
抑
黙
し
、
輸
入
に
劉
し
て
は
寧
ろ
寛
容
で
あ
っ
た
こ
ε

で
あ
る
。
而
し
て
官
事
が
不
測
の
大
害
を
明
治
維
新
後
迄

與
へ
て
、
我
國
民
は
久
し
く
之
が
爲
め
に
棲
ん
だ
の
で
あ

る
。

　
横
縦
以
下
の
諸
港
が
開
か
る
、
や
、
幕
府
は
諸
外
國
ビ



自
由
に
貿
易
を
な
す
主
義
を
認
め
な
が
ら
、
種
々
の
名
義

に
て
鹸
…
出
　
品
の
制
限
を
試
み
た
。
㎞
即
ち
武
具
・
金
銀
・
銅
・
米

姿
等
は
條
約
に
よ
り
其
輸
出
を
禁
じ
、
或
は
制
限
を
設
け

た
。
又
煎
海
鼠
・
乾
飽
・
継
鰭
・
石
炭
等
を
御
手
捌
品
ε
回
し

遣
外
國
船
舶
所
用
の
分
丈
を
冠
り
、
之
を
一
般
貿
易
品
こ

し
て
の
輸
出
を
許
さ
な
か
っ
た
。
此
他
江
戸
廻
品
ビ
綱
す

る
も
の
あ
り
、
難
論
・
水
油
・
蝋
・
呉
服
・
縣
（
生
縣
）
等
は
紳

奈
川
に
績
出
す
前
に
一
旦
江
戸
へ
績
廻
し
、
府
内
の
需
要

を
帯
し
其
鯨
を
写
出
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
幕
府
は

種
々
の
手
段
に
よ
り
貿
易
に
干
渉
し
、
論
著
を
少
か
ら
し

め
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。
叢
に
於
て
横
濱
以
下
諸
港
在
留

の
外
商
或
は
領
事
等
は
大
に
之
に
苦
み
、
中
に
は
是
れ
條

約
に
蓮
反
ぜ
る
も
の
な
り
ε
し
て
公
使
に
訴
へ
、
公
使
は

屡
々
幕
府
に
抗
議
し
だ
の
で
あ
る
。
殊
に
當
時
言
國
の
最

大
輸
出
　
品
た
る
生
益
が
、
江
戸
廻
書
た
る
が
故
に
紳
奈
川

に
積
量
る
量
少
な
く
、
元
治
元
年
十
月
紳
奈
川
駐
在
の
英

國
領
事
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
が
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
報

　
　
　
第
入
巷
　
　
研
　
究

維
新
衝
後
に
於
け
ろ
外
醐
門
貿
易
に
就
い
て
（
上
） 告

せ
し
所
に
よ
る
に
、
當
時
三
ケ
月
聞
生
縣
は
一
俵
も
神

　
奈
川
市
場
に
現
は
れ
な
か
っ
た
ご
云
ふ
事
で
あ
る
。
幕
府

　
の
猫
脚
が
可
な
り
誌
面
し
か
つ
た
事
が
窺
は
れ
る
。
加
之

・
オ
ー
ル
コ
ソ
ク
公
使
が
領
事
の
此
の
報
告
に
添
え
て
、
本

國
外
務
大
臣
ラ
ジ
セ
〃
卿
に
呈
せ
し
書
翰
に
擦
る
に
、
當

時
幕
府
に
は
更
に
進
ん
e
生
懸
の
専
壷
制
度
を
施
さ
ん
ご

す
る
の
企
め
り
し
が
如
く
、
帥
ち
慕
府
は
十
人
乃
至
十
五

人
よ
り
成
る
江
芦
の
商
人
の
組
含
に
命
じ
て
生
湿
貿
易
を

濁
占
せ
し
め
ん
ご
せ
し
ε
云
ひ
、
此
の
如
ん
ば
震
れ
欧
米

列
國
が
嚢
に
清
國
に
於
て
苦
楚
を
嘗
め
た
る
公
行
（
∩
0
7

0
轟
）
貿
易
が
再
び
日
本
に
出
現
す
る
も
の
に
し
て
由
々
し

き
大
事
な
り
こ
し
、
蘭
國
公
使
ε
協
力
し
て
幕
府
に
追
り

途
に
之
を
止
め
し
め
た
ε
報
告
し
、
要
れ
同
年
行
は
れ
た

る
下
關
砲
繋
の
書
斎
の
一
な
り
ε
附
言
し
て
居
る
（
青
書

　
一
入
六
四
年
度
）
。
略
同
様
の
事
を
米
点
の
公
使
ブ
ル
ユ
ー

イ
ン
も
亦
本
望
へ
報
告
し
て
居
る
（
b
旦
。
ヨ
鑑
。
∩
。
馨
ω
掴

℃
O
民
⑦
湾
o
H
O
。
畠
）
o
然
し
是
よ
り
後
ご
錐
も
當
分
幕
府
は

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
玉
　
（
一
入
七
）



　
　
　
第
入
巻
　
　
研
　
究

豆
蒔
貿
易
牽
制
の
手
を
緩
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
生
綜
の
外
煎
海
鼠
・
乾
飽
・
繕
鰭
等
の
所
謂
俵
物
が
御
手

器
品
ε
し
て
自
由
の
輪
鵠
を
な
し
得
ざ
り
し
事
は
、
亦
外

商
等
の
大
に
苦
痛
こ
し
た
所
で
あ
っ
て
、
殊
に
函
館
の
如

く
殆
ん
ざ
此
等
の
水
産
物
の
み
が
輸
出
品
た
る
港
に
於
て

は
、
假
令
開
港
せ
ら
れ
て
も
貿
易
の
實
な
《
、
元
治
頃
迄

の
函
館
駐
在
の
英
國
領
事
の
報
告
に
は
、
函
館
奉
行
は
徒

然
の
籐
り
僅
か
に
一
週
一
度
奉
行
所
に
現
は
る
、
の
み
な

り
ビ
記
し
て
居
る
。
從
っ
て
之
に
就
て
も
英
公
使
丁
は
屡

、
々
其
制
限
撤
直
方
を
幕
府
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
紳
奈
川
開
港
以
後
六
七
年
間
は
、
幕
府
が
大

に
喩
出
貿
易
を
抑
塵
し
、
外
國
の
公
使
・
領
事
等
は
之
に
諭

し
て
抗
議
す
る
ご
云
ふ
こ
ご
が
、
外
交
上
の
重
な
る
仕
事

で
あ
っ
て
、
民
間
に
は
其
抑
歴
の
下
に
各
藩
共
盛
に
密
貿

易
が
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
殊
に
鹸
館
の
如
き
は
前
記

の
如
く
俵
物
は
制
限
品
な
る
が
故
に
、
生
縣
を
本
州
よ
り

斜
懸
し
家
り
、
之
を
輸
出
し
翻
る
が
、
幕
府
は
津
輕
海
峡

維
薪
…
前
後
に
於
け
る
外
人
貿
易
に
就
い
て
（
上
）　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
　
　
山
側
　
（
一
入
八
）

に
於
て
之
を
擁
し
、
自
由
民
函
館
へ
邊
ら
し
め
ざ
レ
し
ご

云
ふ
。

　
さ
れ
ば
慶
慮
元
年
同
属
の
英
領
事
ヴ
ァ
イ
ス
の
報
告
に

よ
れ
ば
、
「
函
館
の
全
貿
易
は
殆
ん
ざ
密
貿
易
な
り
」
ご
云

ひ
、
叉
「
税
關
吏
は
夜
陰
外
人
の
家
に
滞
り
て
禁
制
品
た
る

銅
を
責
る
」
ご
記
し
た
る
は
（
青
書
一
八
六
五
年
度
）
、
假
命

多
少
の
誇
張
あ
っ
た
ご
は
云
へ
、
稽
當
時
の
事
情
を
窺
ふ

に
足
る
ε
思
ふ
。
同
誌
の
事
を
同
年
の
長
崎
駐
在
の
英
領

事
ガ
ソ
事
も
報
じ
、
英
公
使
パ
竃
ク
ス
は
之
に
よ
り
本
國

へ
「
長
崎
の
貿
易
額
は
官
府
に
届
け
出
で
ら
る
、
も
の
、

外
別
に
約
五
割
の
密
貿
易
あ
り
」
ご
云
っ
て
居
る
。
（
青
書

一
サ
八
ム
ハ
五
年
度
）

　
重
富
の
此
制
限
に
就
い
て
、
今
日
の
経
費
思
想
よ
り
見

れ
ば
笑
ふ
べ
王
命
麗
に
出
　
で
た
る
は
、
幕
末
に
於
け
る
獄

卵
紙
輸
出
の
俘
で
あ
る
。
是
よ
り
遍
き
欧
洲
に
て
は
、
西

暦
一
入
五
〇
年
（
嘉
永
三
年
）
頃
よ
り
獄
病
の
流
行
あ
り
、

文
久
元
治
の
交
は
底
企
の
鷲
…
業
は
殆
ん
ざ
全
滅
の
悲
蓮
に



際
謝
せ
し
か
ば
、
彼
等
諸
國
は
先
づ
印
度
・
支
那
よ
り
鷲
…
卵

紙
を
蔵
入
し
、
飼
育
し
た
る
も
、
失
敗
に
載
り
π
も
b
伍

り
て
更
に
我
國
の
も
の
を
楡
志
せ
し
に
、
能
く
彼
地
の
氣

候
に
馴
化
し
登
黙
す
る
こ
ご
が
誓
言
だ
。
彼
等
が
初
め
て

本
邦
の
獄
卵
紙
を
輸
入
せ
し
頃
は
、
幕
府
よ
り
好
意
を
以

て
山
容
せ
し
が
如
く
、
外
務
省
引
導
古
文
書
（
東
京
大
學

平
冠
編
纂
請
所
藏
）
文
久
三
亥
入
月
十
五
日
附
御
勘
定
奉

行
ご
湿
雪
奉
行
ε
慮
答
の
文
に
糠
れ
ば
、
丈
久
元
年
十
一

月
幕
府
は
佛
蘭
西
公
使
の
乞
に
よ
り
兼
備
紙
二
十
枚
を
寄

賑
し
、
叉
此
の
文
久
三
年
紳
奈
川
駐
在
学
漏
生
子
士
（
領

事
）
の
爲
め
に
三
枚
を
贈
る
こ
ご
を
記
し
て
居
る
、
「
慧
史
」

に
は
別
に
貿
易
（
密
貿
易
か
）
に
よ
り
早
く
既
に
彼
地
に
出

で
た
る
を
下
人
て
居
る
。

　
何
れ
に
し
て
も
我
身
卵
紙
は
、
鰍
洲
に
於
て
完
全
に
飼

育
せ
ら
る
、
に
至
り
し
か
ば
、
欧
洲
の
需
要
翁
面
ε
し
て

我
に
摺
ひ
、
内
外
商
は
之
を
輸
幽
せ
ん
こ
し
た
が
、
幕
府

は
例
の
制
限
主
義
に
因
り
て
獄
卵
紙
は
生
縣
の
元
に
し
て

　
　
　
歯
入
巻
　
　
研
　
究

論
断
前
後
に
於
け
る
外
減
貿
易
に
就
い
て
（
上
）

貿
易
品
に
準
ず
ε
尊
し
、
嚴
に
輪
出
を
禁
じ
元
。
叢
に
於

て
紳
奈
川
在
留
の
外
國
領
下
等
は
頻
り
に
帥
奈
川
奉
行
に

迫
り
、
之
を
許
可
せ
ん
こ
ご
を
要
濡
し
、
奉
行
等
は
幕
府

ご
の
間
に
立
略
て
非
常
の
苦
境
に
階
り
、
元
治
元
年
八
月

紳
奈
川
奉
行
土
岐
大
隅
守
・
自
石
下
総
守
は
獄
卵
紙
輪
出

解
禁
意
見
を
墓
府
に
進
言
し
た
。
其
一
節
に
曰
く
、

　
彼
方
望
み
に
任
せ
書
証
紙
御
渡
し
相
成
候
方
、
生
鯨
轍

　
出
高
減
じ
候
一
廉
に
も
可
相
成
云
々
、
（
調
号
開
港
五
十

　
年
史
所
載
文
書
）

ビ
あ
り
、
今
日
の
繹
濟
思
想
を
以
て
す
れ
ば
、
製
品
た
る
生

縣
早
出
を
減
す
る
の
虞
あ
る
が
故
に
、
寧
ろ
獄
卵
紙
の
輸

覆
を
禁
ず
べ
し
ご
す
る
に
あ
る
に
、
當
時
の
帥
奈
川
奉
行

が
全
く
反
封
な
る
経
濟
思
想
を
有
し
、
之
を
幕
府
に
進
言

す
る
に
至
り
て
は
驚
く
べ
き
こ
ご
≧
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

而
か
も
幕
府
は
其
…
進
言
に
聴
き
、
他
方
諸
外
論
の
歴
迫
に

堪
え
す
、
途
に
之
を
許
し
た
の
で
あ
る
。

　
斯
く
幕
府
が
我
國
産
の
楡
出
に
制
限
を
加
へ
た
る
は
如

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
七
　
（
一
入
九
）



　
　
第
、
革
巻
　
研
究

何
な
る
理
由
に
基
く
も
の
な
り
や
ご
云
ふ
に
、
剛
は
當
蒋

開
國
に
聾
す
る
朝
野
の
反
様
あ
り
、
之
が
鏡
鋒
を
避
け
ん

が
謹
め
串
來
得
る
丈
貿
易
を
抑
座
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

其
の
最
大
原
因
は
長
崎
以
來
養
は
れ
た
る
國
産
保
護
の
思
、

想
に
出
で
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
然
し
之
を
我
ε
異
な
れ
る
経
濟
観
を
有
せ
る
外
人
よ
9

見
れ
ば
。
何
故
に
日
本
が
其
愈
愈
ご
な
る
べ
き
輪
出
に
束

縛
を
加
ふ
る
や
了
解
に
苦
し
み
し
慮
で
あ
っ
て
、
働
り
て

彼
等
は
幕
府
の
輸
出
制
限
を
以
て
、
幕
府
が
貿
易
の
濁
占

（
モ
ノ
ボ
フ
ー
）
を
以
て
利
盆
を
聾
断
せ
ん
が
甘
め
な
り
ご

解
し
、
國
内
め
動
揺
も
畢
寛
之
に
節
す
る
諸
侯
國
民
の
不

李
に
基
く
こ
し
た
。
「
開
心
起
源
」
懇
下
に
掲
げ
だ
る
英
國

公
使
ア
ー
ル
コ
ッ
ク
の
意
見
書
に
曰
く
、

　
（
上
略
）
交
易
の
上
に
付
て
政
府
甚
深
限
を
加
．
ふ
れ
ば
、

　
其
關
預
せ
ざ
る
人
民
漁
利
に
沽
被
す
る
こ
ご
を
得
す
、

　
極
て
困
難
の
入
賞
多
く
し
て
、
払
う
己
れ
野
瀬
を
專
に

　
す
る
は
甚
正
理
に
蓮
へ
り
、
五
ヶ
年
以
來
唯
大
君
の
二

士
凝
箭
，
後
に
於
け
ろ
外
殿
貿
易
に
就
い
て
（
上
）　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
八
　
（
一
九
〇
）

　
を
開
き
一
人
の
利
ε
な
し
、
除
雪
の
艮
入
其
甘
滋
を
與

　
り
謙
る
を
得
ず
、
諸
侯
各
封
所
産
魚
蝋
茶
油
の
一
眼
自
ら

　
里
並
に
來
る
、
官
の
手
を
縄
す
し
て
交
易
し
其
利
を
得

　
る
事
あ
ら
ば
、
決
し
て
今
の
如
く
人
心
家
憲
面
責
す
る

　
に
至
ら
ざ
る
べ
し
。
（
下
略
）

ビ
あ
り
、
此
文
「
開
國
逸
源
」
慶
癒
二
年
の
零
下
に
回
す
る

も
之
れ
恐
く
は
誤
な
ら
ん
。
當
時
の
英
公
使
は
バ
ー
ク
ス

に
し
て
ア
ー
ル
コ
ソ
ク
に
非
す
、
交
中
開
港
以
來
五
年
の

記
事
よ
り
見
れ
ば
恐
く
は
文
久
三
年
乃
至
元
治
元
年
の
頃

な
ら
ん
か
Q

　
之
ビ
略
同
様
の
事
を
慶
慮
元
年
米
國
公
使
ブ
ソ
ユ
ー
イ

ン
も
似
鯉
に
報
告
し
て
居
る
。
彼
は
曰
く
、

　
予
の
久
し
く
同
仁
せ
る
意
見
に
擦
れ
ば
、
玉
髄
國
内
の

　
騒
観
は
大
名
等
が
現
時
大
君
に
よ
り
て
全
く
濁
占
せ
ら

　
る
、
貿
易
上
の
利
盆
に
均
医
せ
ん
こ
す
る
煩
悶
よ
り
惹

　
起
せ
ら
る
、
な
り
。
（
】
）
覚
。
ヨ
蝕
。
∩
9
奮
℃
。
昌
仙
窪
8

　
H
◎
。
α
い
詰
論
。
。
2
ρ
い
固
）



尤
も
彼
等
ご
錐
も
艶
出
制
限
の
他
の
理
由
を
も
認
め
ざ
り

し
に
は
非
ざ
れ
ご
も
、
寧
ろ
此
の
最
後
の
理
由
に
重
き
を

置
き
し
も
の
、
如
く
で
あ
る
。

　
斯
く
し
て
美
幌
せ
ら
れ
た
る
喩
出
も
幕
末
に
及
ん
で
は

漸
次
其
制
限
を
撤
出
せ
ら
れ
、
慶
癒
元
年
煎
海
鼠
・
乾
飽
・

繕
鰭
等
に
算
す
る
禁
令
を
解
き
、
同
年
亦
獄
卵
紙
の
喩
出

も
許
さ
れ
た
参
、
生
憩
も
初
め
は
悉
く
江
戸
廻
な
り
し
が

後
に
は
産
地
に
於
て
槍
査
を
受
け
直
接
横
濱
市
場
へ
逡
り

得
る
に
至
っ
だ
◎
唯
幕
府
が
紳
奈
川
奉
行
の
進
言
に
購
き

獄
卵
紙
の
自
由
野
島
を
許
せ
し
こ
ご
は
、
大
な
る
失
敗
に

し
て
、
懲
卵
紙
其
自
身
は
幕
末
よ
り
明
治
初
年
に
亙
り
非

常
な
る
高
に
上
り
、
横
濱
の
輸
出
丈
に
て
も
慶
癒
三
年
に

は
七
十
五
萬
枚
、
明
治
元
年
に
は
二
百
萬
枚
、
同
二
年
に

は
百
四
十
萬
枚
、
同
三
年
に
は
百
三
十
萬
枚
の
多
き
に
及

び
、
数
年
前
僅
か
に
数
枚
の
輸
出
を
盗
み
だ
る
に
比
す
れ

ば
、
非
常
な
る
差
異
な
る
も
、
謬
れ
明
に
呈
出
に
し
て
、

之
が
爲
め
明
治
二
年
頃
よ
り
内
地
生
計
の
品
質
を
粗
悪
な

　
　
　
第
八
巷
　
　
研
　
究

維
新
…
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
（
上
） ら

し
め
、
而
か
も
佛
伊
の
獄
業
は
之
に
よ
り
て
憐
復
し
た

る
が
故
に
、
我
背
黒
貿
易
を
一
時
大
に
阻
止
す
る
の
結
果

ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
幕
末
に
煽
て
輸
入
貿
易
は
寧
ろ
寛
容
な
り
し
こ
ご

夫
よ
り
生
じ
だ
る
影
響
に
就
い
て
述
べ
ん
に
、
幕
府
．
は
帥

奈
川
長
崎
等
を
開
く
に
攣
り
、
安
政
五
年
米
國
使
笛
ハ
ン

ス
ご
結
び
だ
る
亜
米
利
加
條
約
添
冊
貿
易
章
程
第
七
則
に

於
て
喩
出
入
税
拳
を
定
め
、
輪
入
桜
島
は
最
高
三
割
五
分

最
低
五
分
普
通
商
品
二
割
こ
な
し
淀
、
是
は
當
時
に
在
り

て
も
明
か
に
保
護
關
挽
で
、
輸
入
響
岩
の
性
質
を
有
し
て

居
る
。
然
し
之
は
幕
府
の
自
書
的
の
も
の
で
な
く
、
ハ
リ

ス
の
敷
ゆ
る
ま
、
に
斯
く
定
め
だ
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ス

が
斯
　
く
高
率
の
蔵
入
税
を
幕
府
に
敷
へ
て
蓮
商
況
約
を
結

べ
る
を
以
て
、
諸
書
多
く
は
ハ
リ
ス
の
厚
意
に
嘉
す
る
も

自
分
は
此
他
に
、
寧
ろ
農
時
米
國
に
於
て
行
は
れ
居
π
る

關
税
率
の
影
響
で
あ
る
ざ
思
ふ
Q
蓋
し
米
國
は
西
暦
一
入

四
六
年
來
ウ
ナ
川
カ
ー
の
關
税
改
革
以
摩
、
輪
入
税
は
輕

　
　
　
　
　
　
　
策
ご
號
　
　
　
九
（
一
九
一
）



　
　
　
第
入
巷
　
　
研
　
究

減
せ
ら
れ
し
と
は
云
へ
、
郵
税
傘
隊
洲
諸
國
の
夫
に
比
す

れ
ば
頗
る
高
く
、
心
血
謙
譲
二
割
五
分
一
般
貨
物
は
從
債

二
劉
に
し
て
、
恰
も
ハ
ヲ
ス
が
我
國
に
敷
へ
た
る
税
拳
で

あ
る
。
（
一
入
五
七
年
三
月
米
國
は
更
に
低
減
し
て
不
均
從

債
二
割
ε
な
っ
た
）
ハ
ン
ス
補
間
に
通
商
岩
窟
の
締
結
を

強
要
せ
し
も
、
本
國
關
税
拳
の
手
前
上
範
を
本
國
に
取
り

税
峯
を
高
め
て
保
謹
色
彩
を
帯
ぱ
し
め
た
も
の
こ
思
ふ
。

然
し
隆
然
の
幕
府
は
朝
憲
税
の
重
課
を
以
て
内
地
産
業
保

謹
に
在
る
の
理
を
了
解
せ
す
、
墨
入
に
等
し
て
は
寧
ろ
無

頓
着
の
や
う
で
あ
っ
た
。
叢
を
以
て
文
久
二
年
五
月
竹
内

下
総
守
等
が
英
京
に
於
て
所
謂
倫
敦
約
定
を
結
び
、
輸
入

税
を
凡
て
五
分
に
輕
減
せ
し
時
、
恐
く
は
之
が
特
等
如
何

な
る
影
響
を
與
ふ
る
や
に
就
い
て
、
到
底
今
臼
の
爲
政
者

が
考
ふ
る
如
く
重
大
ご
は
考
，
へ
ざ
う
し
こ
ε
、
思
ふ
。

・
兎
に
角
幕
府
は
輸
出
を
束
縛
せ
し
に
反
し
て
、
弾
入
に

樹
し
て
は
最
初
よ
り
自
由
で
あ
っ
て
、
輸
入
品
に
就
き
感

奮
を
以
て
禁
制
せ
し
は
僅
か
に
阿
片
の
み
に
し
て
、
武
器

維
新
前
後
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
就
い
て
（
上
）　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
圃
○
　
（
一
九
二
）

は
安
政
四
年
歳
月
に
締
結
せ
る
和
蘭
追
加
多
読
以
下
の
諸

國
こ
の
雲
竜
に
て
、
唯
政
府
の
み
輸
入
す
る
を
得
ご
規
定

せ
る
も
、
安
政
六
年
己
未
六
月
二
十
日
附
の
達
に
は
．

　
各
國
舶
來
の
武
具
類
開
港
場
へ
見
本
爲
指
幽
畳
候
問
、

　
萬
石
以
上
以
下
諸
家
陪
臣
に
杢
る
迄
買
請
候
儀
不
苦
候

　
（
蕾
政
府
御
達
留
四
十
、
日
本
財
政
経
濟
資
料
第
七
．
憲
）

ビ
あ
り
、
殆
ん
ざ
無
制
限
で
あ
る
。
其
他
に
於
て
楡
入
の

禁
制
品
は
な
く
、
輸
出
の
束
縛
に
比
す
れ
ば
頗
る
寛
容
で

あ
る
。
又
英
領
事
耕
土
の
報
告
に
從
へ
ば
、
幕
府
…
は
輸
出
税

の
外
種
々
の
名
義
に
て
課
税
を
な
す
も
、
輸
入
品
に
封
し

て
は
入
國
後
殆
ん
ざ
課
税
せ
ら
れ
す
、
支
那
貿
易
よ
b
も

蓬
か
に
便
な
り
ざ
云
っ
て
居
る
。
然
し
幕
府
が
輸
入
に
樹

し
寛
容
な
り
し
こ
ご
が
、
後
年
非
常
な
る
大
害
を
國
民
経

濟
生
活
の
上
に
齎
し
、
殊
に
關
税
率
輕
減
の
件
は
其
の
影

響
を
明
治
末
期
迄
及
ぼ
し
て
居
る
。
悪
路
影
響
ほ
條
約
締

結
後
景
も
な
く
し
て
現
は
れ
、
我
國
の
棉
花
は
交
野
年
間

迄
は
寧
ろ
重
要
輪
出
品
で
あ
っ
た
が
、
幕
末
に
及
ん
で
は



既
に
支
那
よ
り
轍
入
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
是
元
よ
り
嚢

に
我
棉
花
の
輸
出
せ
ら
れ
し
は
、
米
國
南
北
二
面
の
爲
め

其
の
正
格
の
騰
貴
せ
る
に
因
る
一
時
の
現
象
な
り
ご
は
云

へ
、
外
國
棉
花
の
輸
入
が
倫
敦
約
定
に
墓
く
關
税
の
低
下

に
在
る
こ
ビ
は
事
實
で
あ
っ
て
、
當
時
の
乱
英
領
事
も
認
め

て
居
る
Q

　
瓦
之
を
一
般
商
品
の
上
よ
り
見
れ
ば
、
幕
末
に
於
て
磁

器
税
が
原
料
よ
り
精
製
品
に
至
る
ま
で
一
傘
に
五
分
で
あ

っ
た
こ
ご
が
、
精
製
品
の
喩
入
を
促
進
し
、
之
が
爲
め
幕

末
に
於
て
我
國
へ
輸
入
せ
し
も
の
は
日
用
必
需
の
も
の
よ

り
は
寧
ろ
當
時
に
在
り
て
は
奢
修
品
貴
重
品
に
多
か
ら
し

め
、
從
っ
て
其
の
恩
恵
を
蒙
り
し
も
の
は
一
般
民
衆
よ
う
・

は
、
寧
ろ
上
流
若
く
は
武
士
階
級
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

．
之
を
要
す
る
に
幕
末
に
於
け
る
外
國
貿
易
な
る
も
の
は
・

助
長
す
べ
き
輸
出
が
束
縛
せ
ら
れ
、
制
限
す
べ
き
輸
入
が

比
較
的
薗
由
に
行
は
れ
、
之
が
爲
め
我
二
言
経
濟
生
活
磯

達
の
遽
町
上
に
、
一
大
障
碍
の
横
つ
た
こ
ε
を
信
ず
る
の

で
あ
る
。
尤
も
之
に
俘
ふ
利
盆
も
あ
り
、
當
時
の
國
情
上

却
っ
て
幸
輻
な
り
し
黙
も
存
す
る
も
．
是
等
は
後
に
考
ふ

る
こ
ご
、
す
る
O

銅
創
銅
鉾
に

就
い
て
（
二
）

曽

梅
　
　
原

末
　
治

五

銅
創
銅
鉾
の
特
殊
の
分
布
妖
態
が
其
の
全
般
の
性
質
を

　
5
第
入
戸
　
　
研
　
究
　
　
銅
劒
銅
鉾
に
就
い
て

考
査
す
る
上
に
重
要
な
基
徴
を
な
す
の
は
著
し
い
事
實
で

こ
の
貼
に
於
い
て
銅
鐸
ε
頗
る
相
似
た
塵
が
あ
る
。
私
は

轡
に
銅
鐸
に
關
す
る
調
査
を
試
み
た
際
に
、
鐸
の
形
式
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
一
　
（
一
九
三
）

亀


